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　被爆 80年を迎える長崎県では、9月 14日（日）から 11月 30日（日）にかけて、県内各地で第 40
回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭「ながさきピース文化祭2025」が開催中です（県内初開催）。
　松浦市においては、地域の魅力を生かした 5つのイベントを計画・実施しており、地域の歴史や伝統
芸能などの文化資源を見直す機会として、また、さらなる文化の発展につながるよう取り組みを進めてい
ます。この特集では、9月に開催した 3つのイベントの様子をご紹介します。

　例年実施している市民文化祭【作品展示】を拡大し、本市出身の福井誠氏、故・辻利平氏、故・岡部耕
大氏による特別展を文化会館で開催。併せて、福祉施設などによる障害者交流イベントとして積み木体験、
手話体験、凧作り・凧揚げ体験などを行いました。

①アーティスト福井誠展　②福井氏の細かい描写を拡大鏡で見る様子　③④故・辻利平画伯展
⑤劇作家 故・岡部耕大回顧展（地元小学生に演出指導された当時のミュージカル上映）
⑥岡部氏が手掛けた作品集　⑦被爆 80年まつうら平和のつどい活動報告展　⑧国際交流姉妹都市アート展
⑨障害者交流イベント（積み木体験）

11月 15日（土）は、21世紀の歴史の中で「元寇」を考える高校生会議、
11月 19日（水）元寇所

ゆかり

縁の子どもサミットを開催予定。
詳しくはこちら▶

高校生会議 子どもサミット
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　市内各地域で行われている郷土芸能を集め、文化会館ふれあいホールやサテライト会場で披露。
　また、地元の民話の語りや、姉妹都市であるモンゴル国ホジルト郡による馬頭琴、友好自治体である長野県
木曽町の木曽踊などを招へいし、ゲスト出演いただきました。
　さらに、同会場では、「アジフライの聖地 松浦」のアジフライをはじめ、松浦の食を味わい堪能できる物産
展や食のパネル展を開催し、松浦高等学校生徒や福祉施設、友好自治体である北海道福島町、北海道鷹栖町、
長野県木曽町の物産展を開催しました。併せて、福祉施設などによる障害者交流イベントとして積み木体験、
手話体験、凧作り・凧揚げ体験など、さまざまな企画を行いました。

①②福祉施設による物販　③④⑤一般出店者による物販　⑥松浦高等学校商業科による物販　⑦友好自治体による物販
⑧食の体験会（いももち作り）　⑨地元の食を紹介するパネル展　⑩先着順で無料ふるまい！マグロ解体ショー
⑪障害者交流イベント

①村上三絃道由梨世会（三味線）　②語り部 新見タカさん（民話の語り）　③モンゴル国ホジルト郡（馬頭琴演奏ほか）
④肥前福島玄蕃太鼓の会（和太鼓）　⑤益田瑞岬さん（民謡）　⑥松浦太鼓の会（和太鼓）　⑦長野県木曽町木曽踊保
存会（演舞）　⑧松浦高等学校放送部（民話の朗読）　⑨御厨蛇踊り保存会（演舞）　⑩松山田浮立保存会（演舞）
⑪今福和一処保存会常若隊（演舞）　⑫顔出しパネル
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